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【論文の内容の要約】 
 乳牛における歩様異常は生産性の低下を招き、さらに、死亡・淘汰の主要因となること
が報告されている。歩様異常の牛は不快や痛みを感じており、行動も制限されることから、
歩様異常やその原因となる疾病（特に運動器病）は家畜福祉の観点からも重要であるとい
える。これらの問題への対応としては、異常を正確かつ早期に検出し、処置を行うことが
有効であると考えられる。 
 牛の歩様は従来、歩様スコアリングと呼ばれる視覚的手法によって評価されてきた。同
手法は現場での利用性に優れているものの、結果が観察者の経験や技術に依存する点が問
題となっている。また、酪農生産の大規模・多頭化が進むなかで、スコアリングを個体ご
とに、かつ頻繁に行うことは困難であると考えられる。ビデオカメラと画像解析ソフトを
用いた歩様の運動学的解析は、より客観的で詳細な記録を得ることが可能である。さらに、
歩様評価の自動化の可能性も考えられることから、歩様異常検出における有効な技術とし
て期待されている。しかし、運動学的歩様評価法については未だ知見が不足しており、実
用化には至っていない。そこで本研究では、画像解析を用いた乳牛の歩様異常検出技術の
確立に資する知見集積を目的とし、以下の試験を行った。 
 
1．画像解析を用いた歩様評価の有効性 
 亜鉛、マンガン、銅、およびコバルトといった微量ミネラルは歩様異常の原因となる蹄
病の発生を抑制することが報告されている。しかし、従来のスコアリングでは、その歩様
におよぼす影響は報告されていない。本試験では、微量ミネラル給与が乳牛の歩様におよ
ぼす影響を、画像解析を用いた運動学的手法によって評価した。その結果、基礎飼料のみ
を給与した対照区と比較し、微量ミネラル給与区において歩行速度が増加するなど、いく
つかの指標において両区間で有意差が認められたことから、運動学的歩様評価は、従来の
視覚的手法に比べ、より高感度の歩様評価が可能であることが示された。 
 
2．運動学的解析を用いた乳牛の歩様異常検出に関する研究 
 実際の酪農現場には、産次や分娩後日数など（泌乳諸要因）の異なる様々な個体が混在
している。これら要因の違いは、歩様にも影響をおよぼす可能性が考えられるが、過去に
運動学的に解析した乳牛の歩様と泌乳諸要因との関係を調査した報告はほとんどない。 
 本試験では、分娩後日数など、泌乳諸要因の違いにより、個体ごとの歩様の運動学的指
標も異なることが示された。また、泌乳諸要因を考慮した数理モデルによって推定した運
動学的指標は、実測値よりも正確に歩行状態を評価可能であることが明らかとなった。 
 
3．画像解析を用いた運動学的歩様評価による歩様異常の発生予測 
 跛行などの歩様異常と運動学的歩様評価法との関係は、過去にいくつか報告されている
が、それらはある一時点での調査によるものであった。本試験では歩様異常の発生予測に
ついて検討するため、乳牛の歩様が正常から異常へと至る際の運動学的指標の経時変化に
ついて、泌乳諸要因を考慮した数理モデルによる解析を行った。その結果、歩様の運動学
的解析は泌乳諸要因を考慮（数理モデルを利用）することで、従来の歩様スコアリングよ
りも早期に異常の兆候を検出することが可能であり、乳牛における歩様異常の発生予測の
可能性が示唆された。 
 
 本研究の結果は、実際の酪農生産現場における新たな客観的かつ自動的歩様評価法の開
発に向けた重要な知見を提供するものである。同評価法の実用化によって、生産コストの
低減と家畜福祉の実現が期待される。 
